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お問合せ先／栃木市観光振興課　☎0282-21-2374（平日のみ）

　　　　　　(一社
) 栃木市観光協会　☎0282-25-2356
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栃木駅（JR・東武）

栃木市役所

アイム

東北
自動
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万町交番前
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至小山
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浅草駅
特急 約65分 特急 約40分

特急 約70分

（乗換）約40分

約 30分約 80分

約 35分

新宿駅
東武宇都宮駅

東
武
日
光
駅

東京駅 乗換（両毛線）

←

上
野
駅

小
山
駅

宇
都
宮
駅

東武線 ▼

新幹線 ▼

ＪＲ・東武直通 ▼

J R 線 ▼

栃木駅

電
車
を
ご
利
用

約10分

Tochigi Float Festival 2022

枥木秋季庙会 2022

櫪木秋季廟會 2022

ま
つ
り
本
部
 ☎0282-20-3811・3812



電車利用
栃木駅より徒歩 約1５分／新栃木駅より徒歩 約2０分

お車利用
東北自動車道・北関東自動車道・栃木インターより車で約10分

川口JCT
栃木I.C

郡山JCT東北道　約４６分 東北道　約１００分

高崎JCT 友部JCT北関東道　約４０分 北関東道　約３６分
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日
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東武鉄道
特急スペーシア きぬ・けごん
特急リバティ きぬ・けごん

東武日光
新藤原（鬼怒川温泉）

東武宇都宮
会津高原尾瀬口

普通 約６０分
普通 約８０分
普通 約１４０分
普通 約４０分約２０分約１０分 約３５分

約
３
分

特急 約６５分

東
京
新
宿

両毛線 普通
約１０分湘南新宿ライン快速 約８０分

東北新幹線 約４５分 両毛線 普通
約９５分
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木
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崎
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山
J R東日本

東北新幹線
約１０分

両毛線 普通
約１０分
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郡  

山
宇
都
宮
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山
東北新幹線 約４０分

栃  

木
J R・東武直通特急
日光号・きぬがわ号
東武スペーシアきぬがわ号

特急 約７０分
約４５分

新  

宿
大
宮

浦
和

池
袋約5分

秋まつり日程表市民協賛のお願い

Acc e s s

山車巡行スケジュール他

同時開催行事
とちぎ菊花大会

会場：倭町小江戸ひろば
内容：立菊・ダルマ・福助・盆栽
　　　ローソク・特別花の展示
主催：栃木親菊会

1 2

11月11日（金）こども山車まつり

11月12日（土）・13日（日）本まつり

市内各地域の小学生が山車曳きに参加します。

市民挙げての祭りとして多くの皆様に支えていただくため、
下記のとおり協賛金を募っております。いただいた協賛金は
とちぎ秋まつりの運営に使用いたします。

【受付場所】
【申込口数】
【特　　典】

9:00～
9:30～
12:00～
13:15～
16:00　

まつり会場交通規制開始
まつり会場内巡行（11:30まで）
休憩
まつり会場内巡行（15:30まで）
まつり会場交通規制解除

9:30～
13:00～
13:30～
16:30～
17:30～
19:45～
20:00～
20:30　

各町内巡行
まつり会場交通規制開始
出発式（12日のみ）まつり会場内巡行
休憩
まつり会場内巡行
手締式（13日のみ）
各町内御仮屋へ
まつり会場交通規制解除

4

5 6 7 8

9

11/5（土）～14（月）　9:00 ～ 16:00

江戸芸かっぽれ

会場：蔵の街大通り
         （とちぎ秋まつり会場内）
内容：江戸芸かっぽれの披露
主催：櫻川流江戸芸かっぽれ

11/12（土）　15:00 ～ 15:30

3 栃木市の産業と物産展

会場：蔵の街第一駐車場
内容：市内物産の販売・展示
主催：栃木市・栃木商工会議所

11/12（土）・13（日）　10:00 ～ 20:00

栃っ子茶屋

会場：栃っ子広場
内容：飲食物販
主催：栃木市商店会連合会

11/12（土）・13（日）　10:00 ～ 20:00

うずま川舟行イベント

会場：巴波川（塚田歴史伝説館西側）
内容：舟行（蔵の街遊覧船）
主催：NPO法人 蔵の街遊覧船

11/12（土）・13（日）　10:00 ～ 17:00

呑龍さま縁日

会場：近龍寺境内
内容：大道芸、野点　ほか
主催：近龍寺

11/13（日）　10:00 ～ 16:00

10 和太鼓

会場：美術館・文学館ひろば
内容：市内各地域の和太鼓演奏
主催：とちぎ秋まつり実行委員会

11/12（土）・13（日）　10:00 ～ 17:00

骨董市

会場：近龍寺門前
内容：骨董市
主催：栃木市商店会連合会

11/13（日）　8:30 ～ 16:30

11 南京玉すだれ

会場：幸来橋周辺
内容：南京玉すだれの演技
主催：楽笑久助会

11/13（日）　11:30 ～ 12:00
　　　　　　 13:30 ～ 14:00

江戸からくり人形

会場：市役所北側駐車場
内容：江戸からくり人形の実演
実演：半屋弘蔵

11/12（土）・13（日）　13:00 ～ 17:00

お囃子

会場：蔵の街広場（10:00 ～ 17:00）
　　　銀座通り西側（14:00 ～ 17:00）
　　　幸来橋（9:30 ～ 12:00）（12日のみ）
内容：市内各地域のお囃子演奏
主催：とちぎ秋まつり実行委員会

11/12（土）・13（日）　

お　 かり    や

新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため、
まつり会場内での歩道上の飲酒、食事、食べ歩
きは自粛をお願いいたします。飲食の際には、
感染防止策を行ったエリア（飲食スペース）を
ご利用ください。

まつり案内所
一口1,000円から

（栃木市観光協会）

← 詳しくは左記QR コードからご確認ください。

希望者にはとちぎ秋まつり
特製木札を一口当たり１枚
差し上げます。
先着 300 枚

11月12日（土）・13日（日）

随時開催

まつり本部前　　　10:00 ～ 20:00
蔵の街広場　　　　10:00 ～ 20:00
市役所北側駐車場　10:00 ～ 20:00

倭町小江戸ひろば　10:00 ～ 20:00
銀座通り　　　　　13:30 ～ 20:00



シャトルバスのりば

焼肉きんぐ

セブンイレブン

郷土参考館

市役所

ヤオハンアイム

セブンイレブン

NTT

ファミリーマート

カトリック教会

栃木商工会議所

栃木グランドホテル

岩下の新生姜
ミュージアム

あだち好古館

蔵の街観光館

コエド市場

ホテルサンルート栃木

栃木中央クリニック

岡田記念館

嘉右衛門町伝建地区
拠点施設ガイダンスセンター

群馬銀行

栃木銀行

みずほ銀行

栃木信用金庫

足利銀行

常陽銀行

足利銀行

蔵の街
第一駐車場

万町交番

中央労働金庫

蔵の街広場

市役所北側
駐車場

栃木市観光交流館
蔵なび

消防署

旧警察署跡地

神明宮

第二公園

大町
[弁慶]

嘉右衛門町
[仁徳天皇]

泉町
[諫鼓鶏]

万町三丁目
[12日素盞嗚尊・13日張飛翼徳]

万町二丁目
[12日日本武尊・13日関羽雲長]

栃っ子広場

うずま公園

舟乗り場

瀬戸河原公園
とちぎ岩下の新生姜ホール
（栃木文化会館）

図書館

バイパス

蔵
の
街
大
通
り

13日
全
面
交
通
規
制

10時
〜
12時

※

12日片側交通規制 9時30分～12時

歌
麿
通
り

ミ
ツ
ワ
通
り

例
幣
使
街
道

巴
波
川

蚤
の
市
通
り

開運橋

大川橋

泉橋

嘉右衛門橋

原乃橋

常盤橋

倭橋

巴波川橋

新開橋

新橋

JR両毛線

東武日光線

東
武
日
光
線

東
武
宇
都
宮
線

6

栃木駅前局

室町局

蔵の街局

栃木局

栃木駅

新
栃
木
駅

栃木南中

栃木東中

旧市民会館
跡地

栃木高

栃木中央小

市立文学館
キョクトウとちぎ蔵の街楽習館

（栃木市民交流センター）

市立美術館

とりせん

旧下都賀病院北

学悠館高

まつり案内所

まつり案内所

横山郷土館
蔵の街

市民ギャラリー

山車会館

シャトルバスのりば

シャトルバスのりば
栃木
IC

至東京

至宇都宮

イオン栃木店
とちぎ秋まつり専用駐車場
（栃木トヨタ自動車栃木店様 北側）

総合運動公園
東側駐車場

P

P

P

P

P

P

P P

P

東北自動車道

近龍寺

満福寺

山本有三
ふるさと記念館

13日8時～17時交通規制

※山車の運行状況により通行可能な時間もあります。

銀座通り
塚田歴史伝説館

幸来橋

12日（土） 13日（日）

  9:30～12:00
※上記時間交通規制

巴波川巡行

13日（日）

10:00～11:00

文学館・
美術館巡行

12日（土）

9:30～12:00
新栃木駅巡行
※上記時間片側交通規制

万町一丁目【12日天照大神・13日劉備玄徳】
倭町三丁目【静御前】
倭町二丁目【神武天皇】
室　　　町【桃太郎】
の山車の御仮屋は山車会館となります。

13日（日）

10:00～12:00
栃木駅巡行
※上記時間交通規制

蔵の街広場 20:30

イオン栃木店10:00
始発時刻

最終時刻

無料
総合運動公園10:10

交通規制のご案内 当日は交通規制周辺では混雑が予想されます
11/11（金）9:00～16:00
11/12（土）・13（日）13:00～20:30全面交通規制

全面交通規制

片側交通規制※

※

11/12（土）9:30～12:00
11/12（土）・13（日）9:30～12:00

昭和町交差点～新栃木駅

室町交差点～栃木駅

幸来橋西側

11/13（日）10:00～12:00
11/12（土）・13（日）9:30～12:00 銀座通り～幸来橋～幸来橋下流右岸

とちぎ秋まつり会場
斜線部は13日（日）8:00～17:00

と
ち
ぎ
秋
ま
つ
り
会
場

倭町一丁目
[雄獅子・雌獅子]

2

9

9

翁島

7

シャトルバスは、イオン栃木店様に
ご協力いただき運行しております。

※12日（土）・13日（日）のみ

詳細は上記QRから

御仮屋

会 場 案 内 図

10

3

4

P

5

御仮屋

多目的トイレ

限定グッズ
販売所

飲食
スペース

授乳室

駐輪場
※バイク不可

公衆・
仮設トイレ

メイントイレ

地図記号

倭町小江戸ひろば

1

8
P

9

秋まつり来場者
メイントイレ

※公衆・仮設トイレに
　限りがございますので、
　こちらの常設トイレを
　ご利用ください。

駐車場のご案内

←駐車場の
情報・空車
状況はこちら

※駐車料金は場所に
　よって異なります。

無料駐車場

有料駐車場

観光バス
駐車場

（3日間）
有料駐車場
（土日のみ）

（有料）

P
P
P

P

P

まつり本部

まつり本部 ☎0282-20-3811・3812

昭和町交差点

室町交差点

（栃木市観光協会）

11

シャトルバスは約２０分～２５分間隔で
運行しております。



まつりの沿革

山車等のご案内

栃木市散策
ガイドアプリ蔵ミュゼ

①明治26年（1893）
②人形師  三代目 法橋 原舟月
③【上段幕】羅紗  四神刺繍
　【見送幕】錦襴  七宝枠に亀 牡丹 菊織込
④都賀町中荒井囃子連（小松流）

人　形

11・12日巡行
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徳
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①明治11年（1878）
②人形師  三代目 法橋 原舟月
③【上段幕】羅紗  四神刺繍
　【見送幕】錦襴  七宝枠に亀 牡丹 菊織込
④都賀町中荒井囃子連（小松流）

人　形

13日巡行

張
飛
翼
徳

ち
ょ
う
ひ
よ
く
と
く

市

①明治7年（1874）以前
②作者不明
③天下泰平の象徴。良い政治が行われ訴えを
　聞く太鼓を叩く者が無く、鶏が太鼓に巣を
　作ったという故事。
④泉町お囃子保存会・小山市大本中若連（小松流）

人　形

全日巡行

市

①昭和期
②安生
③【山車】漆塗り仕上げ
　【上段幕】嘉の文字の意匠化刺繍
④日ノ出町はやし連・響の会（平砥流）

人　形

全日巡行

県

①嘉永元年（1848）
②松雲斎徳山
③【水引幕】錦襴に巴紋の刺繍
　【見送幕】金糸で若松の刺繍
④小山市小薬西若連（小松流）

人　形

全日巡行
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①明治11年（1878）
②人形師  三代目 法橋 原舟月
③【上段幕】緋羅紗地 飛竜 綿入刺繍
　　　　　四面一枚続き
　【見送幕】錦襴 牡丹唐草宝尽し三色継
④壬生町西高野日乃出連（小松流）

人　形

13日巡行
①明治26年（1893）
②人形師  三代目 法橋 原舟月
③【上段幕】緋羅紗地 飛竜 綿入刺繍
　　　　　四面一枚続き
　【見送幕】錦襴 牡丹唐草宝尽し三色継
④壬生町西高野日乃出連（小松流）

人　形

11・12日巡行

県

①明治28年（1895）頃
②大沢銀之丞
③【人形座】勾欄、中段、腰、囃子座は意匠を統一
　【欄間】長押を二重廻彫刻
④和囃連（小松流）

蔵ミュゼは栃木市全体を
大きな博物館に見立てて、
散策を楽しむアプリです。
アプリのダウンロードはこちら→
※ダウンロード済みの方はバージョンアップしてください。

人　形

全日巡行

桃
太
郎

も
　
も
　
た
　
ろ
　
う

県

関
羽
雲
長

か
ん
う
う
ん
ち
ょ
う

①明治11年（1878）
②人形師  三代目 法橋 原舟月
③【上段幕】緋羅紗地 飛竜 綿入刺繍
　【見送幕】錦襴 竜小丸 鳳凰小丸紬紋
④野中町はやし保存会（小松流）

人　形

13日巡行

嘉右衛門町 市

①明治期　②作者不明
③【前柱】昇り下りの竜の彫刻
　【裏格子】豊作の印、葡萄と木鼠の彫刻
　【正面】紅蘭唐獅子牡丹の透かし彫
　【傍】波に亀の彫　【前垂】梅に鶯の彫
④都賀町家中本郷朝日連・大町お囃子保存会（日の出流）

人　形

全日巡行

弁
　
　
慶

べ
ん
　
　
　  

け
い

大　町

万町三丁目

泉　町

日
本
武
尊

や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

①明治26年（1893）
②人形師  三代目 法橋 原舟月
③【上段幕】緋羅紗地 飛竜 綿入刺繍
　【見送幕】錦襴 竜小丸 鳳凰小丸紬紋
④野中町はやし保存会（小松流）

人　形

11・12日巡行

県万町二丁目

神
武
天
皇

じ
ん
む
て
ん
の
う

県

①明治26年（1893）
②人形師  三代目 法橋 原舟月に依頼し制作は古居楽山
③【上段幕】四面緋羅紗 金色竜丸に雲刺繍
　【見送幕】木綿地に赤白緑の緞子
④都賀町家中上新田囃子連（平砥流）

人　形

全日巡行

倭町二丁目

め
　
　
　
じ
　
　
　
し

展 示

雌
獅
子

市

①明治6年（1873）以前　②作者不明　③金箔に生漆喰仕上げ。厄除け・和合火防の獅子

倭町一丁目

雄
獅
子

お
　
　
　
じ
　
　
　
し

展 示

倭町三丁目

室　町

凡 例

県万町一丁目

○県指定有形民俗文化財
○市指定有形民俗文化財
○制作・購入年
○人形の作者
○山車等の特徴
○囃子方

県

市

1

2

3

4

江
戸
と
の
舟
運
そ
し
て
日
光
例
幣
使
街

道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
栃
木
市
に

は
商
人
の
心
意
気
が
残
っ
て
い
ま
す
。

と
ち
ぎ
秋
ま
つ
り
は
、
明
治
７
年

（
１
８
７
４
）栃
木
県
庁
構
内
で
行
わ
れ

た
神
武
祭
典
を
起
源
と
し
、
明
治
26
年

（
１
８
９
３
）栃
木
県
最
初
の
商
業
会
議

所
開
設
認
可
に
係
る
祝
典
で
は
、
万
町

一
丁
目
・
二
丁
目
・
三
丁
目
、
倭
町
二

丁
目
・
三
丁
目
及
び
泉
町
の
６
台
の

山
車
が
参
加
し
、
更
に
、
明
治
39
年

（
１
９
０
６
）神
明
宮
・
招
魂
社
祭
典

で
は
、
室
町
の
山
車
が
参
加
し
て
現

在
の
祭
り
の
形
が
で
き
あ
が
っ
た
と

さ
れ
ま
す
。

昭
和
12
年（
１
９
３
７
）の
市
政
施
行
祭

以
降
は
、
市
の
発
展
の
祭
礼
と
し
て
曳

き
出
さ
れ
、
今
日
で
は
、
２
年
に
一
度
、

11
月
に
、
栃
木
の
象
徴
で
あ
る
蔵
造

り
の
街
並
み
を
舞
台
に
、
江
戸
・
明

治
時
代
に
作
ら
れ
た
絢
爛
豪
華
な
江

戸
型
人
形
山
車
が
華
や
か
に
市
内
を

練
り
歩
き
ま
す
。



ダスキンみどり本店
0120-24-4463

とちぎ秋まつり祝

●ダストコントロール事業部

●ウォーター事業部

●環境メンテナンス事業部

信頼と真心で快適環境づくりのパートナー

〒328-0024

栃木県栃木市樋ノ口町 68-1

TEL （0282）20-6811

URL　http://www.kk-aswan.co.jp

本　社



大正紙器株式会社

日冷工業株式会社

栃木市商店会連合会

株式会社 西畑建材店

株式会社 正和

タカ食品工業株式会社 関東支社

大沢調剤薬局 ㈱柏倉温泉太子館 ㈱ツカダ

株式会社 別井商店栃木レザー株式会社

㈱栃木県南自動車学校

坂本産業㈱

㈱毛塚紙店 株式会社 大木組

日本酒  姿

㈱ヤオハン

有限会社
田村自動車整備工場

株式会社
アサヒドー

㈱コジマ
コジマ×ビックカメラ栃木店

株式会社
共同プロ保険事務所

トヨタウッドユーホーム株式会社

栃木冷暖工業㈱

日ノ出印刷㈱

森戸運送㈲

旭化学合成株式会社

栃木ガス株式会社ゴルフパートナー
栃木バイパス箱森店

有限会社 森川自動車

タナベ労務管理事務所

福富税務会計事務所

株式会社 明治フード

不二ラテックス株式会社

栃木陶器瓦株式会社

栃木乳業株式会社

栃木木材協同組合

有限会社 栃木地区浄化槽公社岡田石灰工業株式会社

株式会社 荒川建設 伊藤電機株式会社

株式会社真岡製作所
栃木千塚工場

シダックス大新東
ヒューマンサービス㈱

着物レンタル･着付け おうるび

東武宇都宮百貨店栃木市役所店 ㈲小花タイヤ商会

株式会社
ムトウユニパック

須田商事㈱

両毛印刷㈱ 株式会社
栃木こすもす

株式会社 佐山 落合産業㈱

柴産業㈱

株式会社
小藤製作所

日本炭酸瓦斯株式会社
都賀事業所 杉戸産業㈲

株式会社
板倉製作所

舘野建設株式会社

栃木アンカー工業株式会社

大陽ステンレススプリング
株式会社

とちぎ秋まつり
限定グッズを販売!
とちぎ秋まつり
限定グッズを販売!

♯とちぎ秋まつり検定♯とちぎ秋まつり検定 3ページ
MAPの皆様の挑戦をお待ちしております。

実施期間：令和4年10月20日（木）～11月20日（日）

実施期間：令和4年11月12日（土）、13（日）（本まつり期間中）
とちぎ秋まつりがより楽しめる
イベントとして未来につながるよう、
皆様のご協力をお願いいたします。

マークの場所にて

山車キーホルダーや木札など

とちぎ秋まつりアンケートにご協力ください。とちぎ秋まつりアンケートにご協力ください。

※掲載順は順不同です。



株式会社
ニッコークリエート

株式会社
上原園

前日光和牛
肉のふきあげ

㈲ナガサワ

税理士法人 FMC株式会社
関東エコリサイクル

タマポリ株式会社
栃木工場 株式会社タスク

株式会社
セレモール

ジャパンソルト株式会社

ワタレイ株式会社

松金化学工業㈱

茂木機工㈱

小又工業㈱

栃木市金融団（50音順）
足 利 銀 行

足 利 小 山 信 用 金 庫

鹿 沼 相 互 信 用 金 庫

群 馬 銀 行

佐 野 信 用 金 庫

常 陽 銀 行

栃 木 銀 行

栃 木 信 用 金 庫

み ず ほ 銀 行

栃 木 支 店

栃 木 卸 セ ン タ ー 支 店

金 崎 支 店

栃 木 支 店

岩 舟 支 店

栃 木 支 店

栃 木 支 店

本 店 営 業 部

栃 木 支 店



まつりの主な見どころ

◆ 主催／令和４年とちぎ秋まつり実行委員会　◆ 共催／栃木市、栃木商工会議所、一般社団法人栃木市観光協会、栃木市商店会連合会、とちぎの山車祭り伝承会
◆ 後援／東日本旅客鉄道株式会社 高崎支社、東武鉄道株式会社、関東自動車株式会社、ケーブルテレビ栃木、ＮＨＫ宇都宮放送局、株式会社とちぎテレビ、株式会社栃木放送、株式会社エフエム栃木、株式会社下野新聞社、
朝日新聞 宇都宮総局、毎日新聞 宇都宮支局、読売新聞 宇都宮支局、東京新聞 宇都宮支局、産経新聞社 宇都宮支局、日本経済新聞社 宇都宮支局　◆ 協賛／栃木県信用保証協会　◆ 協力／イオン栃木店

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、感染対策に十分ご配慮のうえご来場願います。

こまめな手洗いをお願いい
たします。

アルコール消毒のご協力を
お願いいたします。

マスク着用のご協力をお願
いいたしします。

ご自身の体調管理に十分ご
留意の上ご来場ください。

密集している場所は避けて
行動しましょう。

人との十分な距離を確保し
て行動しましょう。

観覧される方は十分な感染対策を行っていただくとともに、体調に異変のある方や重篤化リスク
の高い方などは来場を控えてください。また、混雑している場所へ近づかない、他の方との距離
を十分に確保する等の対策をお願いいたします。

お願い

皆様のご理解とご協力をお願いいたします。皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

刎高欄組勾欄

勾狭間
竹の節

額（クリ縁）

水引幕
（向拝幕）

花菱に変更
木金物

揚巻

框

擬宝珠

雲に変更

井桁台
掛板

架木

地覆

欄間

筆返し

框

見送幕

小羽板
羽板 矢

鯱巻

かまち

かまち

ほこぎ

せいがだい
しゃちまき

じぶく

はね

こうはざま上段幕

全体を岩座 

5,3
00

7,0
00

1,100 950

江戸型山車の形式

枠
仕
立
形
式
山
車
山
車
各
部
名
称

（
倭
町
三
丁
目
所
有
山
車
）

　江戸型人形山車は、上下可動式の三層構造となっていま
す。最上部に人形、次に上段幕に囲まれた粋、そして一番下が
見送り幕で囲まれた枠です。
　これは山王祭などで将軍上覧の際、山車の高さよりも低い
江戸城の城門をくぐるため、上下にスライドさせて山車の高さ
を調整する必要があったからです。
　本来、江戸型人形山車は牛に曵かせる二輪の台車構造でした
が、現在ではその多くが人が曵く四輪の台車となっています。
　また、江戸型人形山車の特徴である人形は、主に古事記や
日本書紀に登場する神々や英雄、民俗信仰や伝説にちなんだ
もの、中国の英雄、豪傑を模したものなど、多彩な顔ぶれとな
っています。

危険ですのでぶっつけの中には絶
対に入らないでください。山車の
まわりにてご観覧いただきますよ
う、お願いいたします。

ドローン等の小型無
人機の使用はお控え
ください。

～よみがえ
る江戸の粋

～
～よみがえ

る江戸の粋
～ 江戸型人

形山車
江戸型人

形山車
栃
木
の
山
車
は
、
江
戸
型
人
形

山
車
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
山
車

を
覆
う
幕
は
、
金
糸
銀
糸
で
花

や
鳥
、
龍
や
鳳
凰
な
ど
山
車
ご

と
に
特
色
の
あ
る
刺
繍
が
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
江
戸
末
期
か
ら

明
治
に
か
け
て
の
美
術
工
芸
の

粋
を
集
め
た
絢
爛
豪
華
な
江
戸

型
の
人
形
山
車
は
必
見
で
す
！

夜は幻想
的に

　　ライ
トアップ夜は幻想
的に

　　ライ
トアップ

日
が
落
ち
た
後
は
、
提
灯
の

灯
に
照
ら
し
出
さ
れ
た
山
車

と
お
囃
子
の
幻
想
的
な
世
界

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

闇
に
浮
か
び
上
が
る
山
車
の

姿
は
息
を
の
む
美
し
さ
で
す
。

山車とお囃
子の競演

　　　　
  「ぶっつ

け」山車とお囃
子の競演

　　　　
  「ぶっつ

け」
「
ぶ
っ
つ
け
」
は
、
複
数
の
山
車
が

向
か
い
あ
っ
て
、
お
囃
子
を
競
い
合

う
ま
つ
り
一
番
の
見
ど
こ
ろ
で
す
。

各
山
車
を
引
く
職
方
の
頭（
カ
シ
ラ
）

同
士
の
申
し
合
わ
せ
に
よ
っ
て
ぶ
っ

つ
け
が
始
ま
り
ま
す
。
ぶ
っ
つ
け
の

時
は
、
提
灯
や
扇
子
な
ど
を
振
り
か

ざ
し
、
掛
け
声
を
か
け
な
が
ら
、
お

囃
子
を
盛
り
上
げ
ま
す
。
お
囃
子
の

調
子
が
ズ
レ
た
山
車
が
道
を
譲
る
の

が
お
約
束
で
す
。

「ぶっつけ」をご覧になるときの注意点 観覧の際は十分な感染対策をお願いしますドローン使用禁止

とちぎ秋ま
つり

当日の様子
を

配信中！

●大声での歓声 ●食べ歩き飲み歩き ●検温に協力ください


